
環境設定メモ 2.1とりあえず動かす 2014/08/16 Copyright M

１．新規プログラムの作成
(1) Ardruinoの接続

USBで接続します。

(2) eclipseの起動
eclipseをダブルクリック（よく使うようであれば、デスクトップにショートカットを作成してください。）

以下の画面がでたら、OKをクリック

ファイル→新規→プロジェクト　を選択する。

Arduino→New Arduino projectを選択、次へをクリック

プロジェクトネームを適当に決めて（今回はtestにします）次へをクリック
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ボードとポートを選択し、完了ボタンをクリックします。

以下の画面が表示されます。
選択したボードの名前のプロジェクトとtestという名前のプロジェクトが生成されます。
書き込むソースコードはtest→test.cppです。

Arduino_Unoを右クリックし、一番下にあるプロパティを選択します。(以下、testについても同じ操作を行います。)
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C/C++ ビルド → 環境をクリックします。

ARDUINOBOADVARIANT を選択し、編集ボタンをクリックします。

編集となっている箇所をstandardと変更してOKボタンをクリックします。
（変更前）

（変更後）

以下の画面は、適用ボタンをクリックし、OKボタンをクリックします。
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tempの設定
追加をクリックします。

2回操作し、以下２つ入れます。すべての構成に追加もチェックします。
TMP  C:\temp

TEMP  C:\temp

以下の画面で内容確認し、違っていれば、編集ボタンクリックで変更します。
TMP,TEMPがあっていれば、適用ボタンをクリックし、OKボタンをクリックします。
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ここまで、Arrduino_Unoと同じ操作をtestについても同じ操作をおこないます。

設定が消えてしまわないよう、保管します。(ファイル→保管を選択します)

test.cppをダブルクリックします。
真ん中の上のウィンドウに、test.cppが表示されます。ここにプログラムを書きます。

中に、適当にBlinkでも書き込んでみてください。パンチミスがあると、色がつく場合があります。
ちなみに#include "test.h"は必須です。消すと動きません。
書き込んだら、上の金槌のアイコンをクリックしてビルドします。
真ん中下のウィンドウのコンソールをクリックします。
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以下のような英語がでれば、ビルド完了です。

ビルドできたらその左側にあるAVRと書かれたアイコンをクリックして、Arduinoにダウンロードします。

もし、ダウンロードできなかった場合、USBでarduinoに接続してあるか、確認しましょう。
また、testを右クリック→プロパティを選択し、以下の画面でBoardとポートが合っているか確認しましょう。
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とりあえず、動かすのは、おしまいです。
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２．既存プログラムをデバッグで動かす。

できないようです。(2011/12/03現在)

引用
オープン・ハード「Arduino」の秘密をひも解く ―― Arduino開発チーム代表 ジャンルカ・マティーノ氏に独占インタビュー！
http://www.kumikomi.net/archives/2011/12/in08gian.php

―― Arduinoで，ちょっと凝ったことをしようと思うと，デバッガが欲しいと思うことがあります．このあたり，将来的に提供の計画はありますか？

ジャンルカ：これは，エンジニアの方々からよく聞かれます．デバッガがあったらいいとは思いますが，実現するのは簡単ではありません．AVRの内部のレ
ジスタやメモリにアクセスするには，Atmel社のDebugWireの機能を利用する必要があります．JTAGインターフェースはありません．ところが，DebugWireは
Atmel社の独自機能であり，その詳細は非公開です．内部のレジスタやメモリへのアクセスは，マイコンのアーキテクチャに非常に近い部分であり，企業秘
密を守るためには，DebugWireの詳細の公開は難しいでしょう．ただし，Atmel社はDebugWireの一部機能の公開を考えているようですので，将来はデバッ
ガ機能のプラグインを実現できるかもしれません．

　Arduinoは初学者やアーティストのためのツールであって，工業的なアプリケーションを目的とはしていません．デバッガが必要なくらいに複雑なアプリ
ケーションを開発するのであれば，例えばAVRStudioなどの開発ツールを使うほうがいいでしょう．
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